
①国民健康保険特定疾病療養受領証①国民健康保険特定疾病療養受領証と
②国民健康保険限度額適用認定証②国民健康保険限度額適用認定証の
　　　　　　　　　　　　　更新手続きについて　　　　　　　　　　　　　更新手続きについて

①国民健康保険特定疾病療養受領証と
②国民健康保険限度額適用認定証の
　　　　　　　　　　　　　更新手続きについて

　毎年旧盆の前後に、墓地の清掃で投棄されたと思われるごみが、車道などに置か
れ通行の妨げになっています。
　墓地清掃に伴うごみは、各自で持ち帰り、各家庭で分別して出すようご協力をお願
いします。
　また、草木などのごみは次のとおり出してください。

草木以外は入れずに、ヒモでしばるか指定ごみ袋以外の透明袋で出して
ください。
6束（袋）まで。多量に出る場合
は、日を分けて出すか、クリーン
推進課に事前に申し込み、直接
ごみ処理場へ搬入してください。

家庭ごみを出す場所です。車道
や墓の前は、収集できません。

《お問い合わせ》クリーン推進課 ☎889-3567

  

台
中
丸
遭
難
体
験
談

　

昭
和
19
年
４
月
７
日
、

台
中
丸
は
３
０
０
人
近

く
の
客
を
乗
せ
て
神

戸
港
を
出
航
。11
日
に
鹿

児
島
港
で
船
団
を
組
み
、軍
の
護
衛
艦
に

守
ら
れ
て
沖
縄
を
目
指
し
て
い
た
。途
中
、

真
夜
中
に
轟
音
が
鳴
り
響
き
、起
き
た
時
に
は
船
体
の
半

分
が
海
中
に
突
っ
込
ん
で
い
た
。後
に
、生
き
残
っ
た
船
員

か
ら
、徳
之
島
近
辺
で
潜
水
艦
の
魚
雷
攻
撃
を
受
け
沈
没

し
た
と
聞
い
た
。

　

自
分
も
海
の
中
に
放
り
込
ま
れ
た
が
、運
良
く
イ
カ
ダ
に

は
い
あ
が
れ
た
。イ
カ
ダ
に
は
多
く
の
人
が
乗
っ
て
お
り
、

人
の
重
み
で
へ
そ
の
辺
り
ま
で
海
水
に
浸
か
っ
て
い
た
。イ

カ
ダ
の
そ
ば
に
死
ん
だ
魚
が
浮
い
て
い
る
と
思
っ
た
ら
、よ

く
見
る
と
男
の
子
で
し
た
。イ
カ
ダ
に
ひ
き
あ
げ
、抱
き
か

か
え
て
い
る
と
、男
の
子
は
正
気
を
取
り
戻
し
、母
の
名
を

呼
び
続
け
て
い
た
。

　

沈
没
か
ら
18
時
間
経
っ
て
、護
衛
艦
に
救
助
さ
れ
た
。鹿

児
島
に
あ
る
軍
港
、大
島
古
仁
屋
港
に
着
き
、遭
難
者
は
軍

の
仮
設
病
院
や
民
家
、寺
に
分
散
し
収
容
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
時
、私
は
21
歳
で
し
た
。

　

海
鳴
り
の
像
は
、戦
時
中
、県
民
が
乗
船
し
た
対
馬
丸
以
外
の
25

隻
の
沈
没
船
の
死
者
１
９
２
７
人
の
慰
霊
碑
で
す
。

　

戦
時
中
、台
中
丸
で
遭
難
し
た
上
原
誠
光
さ
ん
は「
自
分
が
体
験

し
た
戦
争
を
、あ
り
の
ま
ま
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
て
い
き
た
い
。戦

争
は
二
度
と
起
こ
し
て
は
い
け
な
い
」と
訴
え
て
い
ま
し
た
。

　

沖
縄
戦
の
犠
牲
と
な
っ
た
20
万
人
余
の
尊
い
命
。こ
の
悲
惨
な
戦

争
を
繰
り
返
さ
な
い
た
め
に
、こ
の
機
会
に
戦
争
に
つ
い
て
考
え
て

み
ま
せ
ん
か
？

【
お
問
い
合
わ
せ
】平
和
交
流
・
男
女
参
画
課 

☎
８
６
１・
５
１
９
５

〜
悲
惨
な
戦
争
を
繰
り
返
さ
な
い
た
め
に
〜

　

８
月
15
日
は
、終
戦
記
念
日
で
す
。

　

古
く
か
ら
美
し
い
ま
ち
な
み
が
讃
え
ら
れ
て
い
た
那
覇
市
も
、十
・
十
空
襲
と
沖
縄
戦
で

ガ
レ
キ
の
山
と
化
し
ま
し
た
。首
里
城
地
下
に
沖
縄
防
衛
の
第

32
軍
司
令
部
が
置
か
れ
、那

覇
市
は
激
戦
地
と
な
り
多
く
の
人
々
の
命
が
失
わ
れ
、首
里
城
を
は
じ
め
と
す
る
貴
重
な
文

化
財
が
破
壊
さ
れ
ま
し
た
。

　

戦
後
66
年
を
迎
え
た
今
年
、６
月
23
日「
慰
霊
の
日
」に
は
県
内
各
地
で
沖
縄
戦
の
戦
没
者
を
悼
む
慰
霊
祭
が
営
ま
れ
、

市
内
の
旭
ケ
丘
公
園
内
に
あ
る
海
鳴
り
の
像
の
前
で
は「
戦
時
遭
難
船
舶
犠
牲
者
慰
霊
祭
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

海
鳴
り
の
像
の
前
で
静
か
に
手
を
合
わ
せ
、戦
時
遭
難
船
舶
犠
牲
者
を
追
悼
し
た
上
原
誠
光
さ
ん
か
ら
、戦
争
の
体
験

談
を
伺
い
ま
し
た
。

　沖縄戦当時、県内９つの女子学徒は看護要員とし
て戦場へ動員されました。生き残った女子学徒の有
志は、その体験を語り継ぐ活動をしています。那覇市
では、元女子学徒たちのウムイに触れ、次世代への記
憶の継承を考える展示会を開催します。

終戦記念日
特  集

〜
悲
惨
な
戦
争
を
繰
り
返
さ
な
い
た
め
に
〜

終戦記念日
特  集

語
り
継
ぐ
沖
縄
戦

▲本人が描いた
　遭難中のイラスト

当時21歳の上原さん

▲

那覇市制施行90周年記念事業

半員員没に、イよかを鹿軍

み
ま
せ
ん
か

【
お
問
い
合
わ
せ
】平
和

　沖縄戦当時、県内９つの女子学徒は看護要員とし
て戦場へ動員されました。生き残った女子学徒の有

当時21歳の上原さん

▲

那覇那覇市制市制施行施行90周年記念念事業
～ ～

日時：8月9日（火）～14日（日） 場所：那覇市民ギャラリー

墓地清掃で出たごみは、墓地清掃で出たごみは、
各自でお持ち帰りください各自でお持ち帰りください
墓地清掃で出たごみは、墓地清掃で出たごみは、
各自でお持ち帰りください各自でお持ち帰りください
墓地清掃で出たごみは、墓地清掃で出たごみは、
各自でお持ち帰りください各自でお持ち帰りください

出し方

出す量

出す場所

○
那
覇
市
職
員
採
用
候
補
者
試
験
公
告

【
職
種（
試
験
区
分
）】

行
政
Ⅰ（
上
級
・
中
級
・
初
級
）、行
政
Ⅱ（
司
書
）、行
政
Ⅲ

（
心
理
）、上
級
土
木
、上
級
建
築
、幼
稚
園
教
諭
・
保
育
士
、

保
健
師
、管
理
栄
養
士
、診
療
放
射
線
技
師
、臨
床
検
査

技
師
、獣
医
師
、消
防
Ⅰ（
上
級
・
中
級
・
初
級
）、消
防
Ⅱ

（
救
急
救
命
士
）

【
受
験
資
格
】職
種（
試
験
区
分
）ご
と
に
資
格
要
件
が

あ
り
ま
す
。詳
し
く
は
試
験
案
内
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

【
採
用
予
定
数
】試
験
案
内
を
参
照

【
第
一
次
試
験
日
】９
月
18
日（
日
）

【
試
験
案
内
・
申
込
書
の
配
布
】

　

人
事
課
、市
内
三
支
所
、新
都
心
銘
苅
庁
舎
に
備
え
付

け
配
布
を
行
い
ま
す
。

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可

http://w
w
w
.city.naha.okinaw

a.jp/som
u/jinji/index.htm

【
受
付
期
間
】７
月
25
日（
月
）〜
８
月
11
日（
木
）の
土

日
を
除
く
８
時
半
〜
17
時
15
分

【
受
験
申
込
場
所
】

　

全
職
種
と
も
人
事
課

　
（
市
役
所
仮
庁
舎
Ｂ
棟

　

  

２
階
）ま
で

《
お
問
い
合
わ
せ
》

　

人
事
課
☎
8
6
1
・
7
4
9
9

○
那
覇
市
職
員
採
用
候
補
者
試
験
公
告

【
職
種（
試
験
区
分
）】

那
覇
市
職
員
採
用
候
補
者
試
験

の
実
施
に
つ
い
て

現在お持ちの①国民健康保険特定疾病療養受領証と②国民健康保険限度額適
用認定証は、有効期限が7月までとなっており、毎年8月に更新手続きが必要です。
下図をご確認の上、国保長寿医療課窓口で更新手続きを行ってください。

【お問い合わせ】国保長寿医療課 ☎862-4262

対
象
者

自
己
負
担
額

申
請
・
更
新

①国民健康保険特定疾病療養
　受領証

②国民健康保険限度額適用
　認定証

人工透析を要する70歳未満の方
・70歳未満の方
・70～74歳で、同一世帯の全ての
国保被保険者が住民税非課税で
ある方 

人工透析を受けた時の医療機関
窓口での支払いを自己負担限度
額までとする
※自己負担限度額は年齢や所得
区分によって異なります

●更新手続きに必要なもの（①②ともに）
１ 那覇市国民健康保険被保険者証
２ 国保の世帯主の印鑑
３ 課税・非課税（所得の記載のある）証明書の提出が必要な場合有り

入院した時の医療機関窓口での支
払いを自己負担限度額までとする
※自己負担限度額は年齢や所得
区分によって異なります

2011年（平成23年）8月3

～ふしぎだね この道歩くと ほっとする～  8月は道路ふれあい月間、8月10日は「道の日」です。道路を正しく利用しましょう。
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